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吉
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輩
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鎗

側

聞
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主
命
保
山
川
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官
管
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日

開

閉
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統
計
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析
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於
け
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礎
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問
題
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絡
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車
士
崎
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虎
三

プ
ウ
ニ
ヤ
テ
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ヤ
ン
ミ
新
信
用
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:
純
涛
皐
士
松
岡
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児
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貨
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植
民
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進
出
冒
・
-
;
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:
将
司
情
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時
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陶
業
広
瀬
戸
・
東
濃
・
名
古
屋
の
関
係
・
・
:

ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
稜
蓮

附

録

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
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開
閉
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広
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新
販
路
開
拓
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と
そ
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影
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;1先
I凡

一
二
怖
民
地
進
出
の
眠
時
民
(
以
上
水
抗
、
以
ド
央
抗
掲
載
)

四
、
百
貨
高
の
進
一
向
と
唯
民
地
小
高
直
府

百
貨
作
用
の
侃
民
地
泣
山
右
中
十
と

l
山
一
山
内
川
町
版
一
問
。
巾
九
州
と
て
t
J
活
1
C
品々
4

。
本
山
川
究
に
必
要
な
る
調
t
H
d
去
る
昭
和
七
年
八
月
楠
民
地
主

噂
都
市
官
聴
に
効
て
、
木
誌
第
二
一
十
六
巻
第
一
て
挽
掲
載
の
杉
式
の
雛
形
に
よ
り
で
な
し
で
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
問
符
を
得
た
も
の
は
、
「
朝
鮮
L

釜
山
、
仁
川
、
元
山
、
鑓
南
浦
、
木
浦
(
以
上
百
貨
鹿
又
は
準
百
貨
府
の
出
張
あ
り
主
答
へ
し
も
の
)
、
京
城
、
大
郎
、
手
渡
(
以
上
出
版
な
し
て
「
室

海
L
、
長
一
南
基
陵
、
嘉
義
、
宝
巾
、
新
竹
、
扉
束
、
淡
水
(
以
よ
出
張
あ
り
て
花
速
湾
、
馬
公
、
宣
時
間
(
以
上
出
張
な
し
て
「
樺
太
」
、
泊
局
、
敷

ぽ
芳

香
、
知
収
、
「
南
洋
」
(
以
上
出
張
な
し
て
「
満
洲
」
、
奉
天
、
新
京
(
以
上
出
張
あ
り
)
の
諸
都
市
で
あ
ツ
た
。
以
下
の
考
察
は
、
主
と
し
て
、
こ
れ
等

の
諸
都
市
に
枕
て
、
右
の
川
符
を
基
礎
と
し
て
た
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
植
民
地
進
出
の
麗
因

百
貨
府
の
地
方
選
出
は
中
央
都
市
に
於
け
る
百
貨
庖
の
過
剰
左
震
災
後
各
府
の
力
ぞ
注
い
だ
多
量
販
責
主
義
の

要
望
に
沿
は
ん
が
た
め
に
設
展
し
た
。
然
し
こ
の
場
合
支
分
前
の
如
き
永
績
的
形
態

ι於
て
は
兎
に
角
、
出
張
服

責
の
如
き
移
動
的
形
態
を
と
る
場
合
に
は
、
イ
都
曾
的
空
気
の
濃
厚
な
中
央
都
市
に
近
接
し
た
地
方
競
に
ロ
遠
距

百
貨
腐
の
植
民
地
進
出

第
一
一
一
十
八
巻

七
回
九

策

協

九

満洲は厳密な意味ては満銭附園地と臨も'"[民地の中に人ました U のがj埠読であ
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第
三
十
八
谷

離
の
地
方
に
於
て
は
、
効
果
上
経
費
上
比
較
的
普
及
し
難
い
色
の
で
あ
る
。
然
し
何
日
迄
も
こ
の
紋
態
は
績
か
な

い
。
資
本
主
義
の
稜
展
に
伴
ふ
百
貨
府
競
争
の
激
化
は
地
方
に
も
深
刻
化
を
賢
し
、
地
方
に
於
げ
る
有
望
都
市
が

百
貨
庖
む
袖
民
地
進
出

第

披

O 

七

Z
A
O

中
央
都
市
の
競
争
の
縮
闘
的
姿
を
も
っ
て
表
は
れ
る
や
更
に
従
来
は
限
界
動
以
下
に
め
る
も
の
と
し
て
見
拾
て
ら

れ
し
地
方
へ
の
進
出
が
企
て
ら
れ
る
は
必
然
で
あ
っ
て
、
か
く
て
一
方
で
は
曾
て
指
示
し
た
如
〈
立
臆
的
に
順
次

小
都
市
へ
の
遊
山
が
析
は
る
b

L
」
共
に
他
商
法
距
峨
乃
査
は
近
持
都
市
も
見
逃
す
を
持
ま
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

供
し
内
地
r
し
開
寸

J

る叩
m
h，J

法
距
醐
剛
3
と
一
耳
目
ノ

τも
各
地
い
務
佃
か
の
中
心
的
百
貨
陪
い
か
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て

出
張
販
責
が
行
は
れ
て
居
る
関
係
上
、
事
宜
上
は
経
由
業
範
園
の
分
割
が
行
は
れ
て
居
る
形
で
あ
り
、
そ
の
有
効
に

及
び
得
る
は
一
定
の
限
界
が
め
る
事
は
否
定
出
来
な
い
。
こ
旨
に
企
業
者
蓮
の
目
に
留
ま
つ
七
の
は
近
来
各
方
面

に
異
常
の
後
展
を
見
つ
う
め
る
楠
民
地
へ
の
進
出
で
あ
ム
。
特
に
百
貨
底
牧
盆
率
低
下
へ
の
韓
換
期
と
も
云
ム
ベ

き
昭
和
三
年
以
降
こ
の
傾
向
は
拍
車
づ
け
ら
れ
、
回
数
の
増
加
範
国
の
蹟
大
は
著
し
く
、
植
民
地
も
亦
中
央
都
市

の
百
貨
底
競
争
の
傍
波
を
嘗
め
ね
ば
な
ら
ぬ
に
至
つ
に
。

以
上
は
百
貨
庖
植
民
地
進
出
の
素
困
的
事
貫
普
遍
的
前
提
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
各
庄
が
出
張
販
買
に
よ
り
具

瞳
的
に
目
標
と
す
る
所
は
迄
る
の
で
め
る
。
在
は
先
に
出
張
販
責
の
目
的
に
よ
る
三
つ
の
型
を
明
に
し
た
時
、
イ

?
l
グ
宣
傭
的
意
義
を
有
す
る
も
の
、
作
直
接
マ

I
ク
利
用
的
意
義
を
有
す
る
も
の
特
に
最
近
に
於
て
は
ス
ト
ッ

ク
慮
分
的
意
義
を
有
す
る
も
の
、

A

出
張
販
貰
よ
り
の
直
接
牧
盆
を
目
的
と
す
る
も
の
う
二
一
つ
が
あ
る
事
を
堪
べ

た
が
、
植
民
地
に
於
げ
る
出
張
販
責
と
睡
も
こ
の
三
つ
の
目
的
が
相
錯
綜
し
て
働
い
て
居
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

聖書普満洲に於ては大正十二年以降より初まって居むがその集約度の増加は此
慮内五年来白ことである。
拙稿.前f品 p. 106. 

朝鮮、室湾、樺太、関東州(91"]内、鍛造附居地、領事的〉はl司o統計曹により
北海道、内地府院は帝悼l統計年鑑によ乙。内地府腕、及北海道の大正九年以隆
は十月一日現在にして他は年末。
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ト
ヅ
グ
所
分
的
意
義
一
炉
漸
究
濃
厚
化
し
て
京
市
た
の
に
反
し
植

民
地
に
於
て
は
偶

?
1
ク
宣
博
的
意
義
が
相
営
重
要
性
を
持
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
植
民
地
に
於
け
る

出
張
販
買
が
倫
そ
の
後
展
の
初
期
に
あ
る
事
、
吋
植
民
地
で
は
通
信
販
責
に
よ
り
大
き
な
期
待
が
持
に
る
う
事
の

必
然
の
結
果
と
は
い
へ
植
民
地
に
於
け
る
出
張
販
責
の
本
質
を
知
る
七
め
に
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
酷
で
あ
る
。

か
う
る
百
貨
高
側
の
事
情
と
と
も
に
他
面
我
等
は
百
貨
底
を
誘
引
す
べ
き
植
民
地
側
の
事
情
に
一
瞥
を
奥
へ
る

然
し
こ
〉
に
注
意
す
べ
き
は
内
地
等
で
は
最
近
ス

事
も
忠
れ
で
は
な
ら
ぬ

Q

先
づ
川
近
時
の
植
民
地
人
口
の
急
激
な
る
増
加
は
百
貨
庖
の
設
立
出
張
販
責
の
成
田
展
の

大
き
な
原
岡
J
T
M
し
て
庇
る
。
今
こ
れ
bι

最
近
十
八
年
間
の
増
加
揮
に
就
て
見
る
に
、

人

目

指
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較
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f三昭大日目尤
も
樺
太
は
人
目
白
格
封
数
少
〈
(
昭
和
五
年
白
岡
勢
論
査
に
よ
れ
ば
総
人
口
二
四

0
・五

O
三
)
、
且
物
産
稀
務
に
し
て
、
未
だ
百
貨
問
的
の
出
張
も

丸
ざ
る
状
泊
に
あ
る
が
、
関
東
洲
・
翠
油
開
・
朝
鮮
に
今
日
有
貨
底
の
進
出
を
見
る
に
至
っ
た
原
因
由
一
一
は
近
来
白
人
口
増
加
に
求
め
る
事
が
出
来
b

。

一
見
に
向
か
〉
る
増
加
入
口
が
都
市
に
集
中
せ
る
事
は
植
民
地
都
市
の
近
時
の
著
し
い
脇
田
島
が
物
語
る
所
で
あ
る
が
、

百
貨
広
白
植
民
地
進
出

七
五

第
三
披

第
三
十
代
巻

東京市政論査舎、最新日本都市年鑑 p. I，n一日3・

l>oubmun and Whitaker， Department ~:d;ores ， p. 12--13目、N. ~omlコ art. Das ¥"'1出enhatu;ein Gebild des hncl11、apit:llistischeil Zc:ita.Iters 
(Probleme des Warcnh‘1115 8.87)10〉 w 50mhart-a，a.0.5.87・

朝鮮、違理事、樺太は昭和五.年度末現佐Iにして桁務省統計概要に上る。内地府
県芸は昭和四年度末現fi:の開業糠哩にして帝国統計年鑑による。
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百
貨
腐
の
柿
民
地
進
出

第

出t

第
一
一
一
十
八
巻

七
草孟

都
市
と
百
貨
庇
の
密
接
な
闘
係
は

U
2
V
5
2
2
L
J〈
}
H
E
r
2
の
貴
重
な
研
究
等
も
明
か
に
す
る
所
で
あ
り
、
事

買
「
都
市
こ
そ
は
ま
さ
に
百
貨
応
の
肥
沃
地
』
ロ
庁

p
g
a
g
L門
主
号
『

Z
μ
E
i寸
白
己
目
己
色
町
田
さ
と
・

2
一5
5
2

る
。
間
交
通
機
関
の
北
川
及
も
百
貨
応
援
展
の
外
在
的
原
因
と
し
て
重
要
で
め
る
が
、
植
民
地
に
於
げ
る
交
通
は
最

近
、
イ
サ
ぱ
及
の
現
版
官
後
遣
の
速
度
と
も
に
著
し
い
も
の
が
め
る
。
ん
1

之
'T
鵠
道
普
及
の
状
況
に
就
て
見
れ
ば
‘

，E
、、

r
，

、

、

、

，

第

ニ

議

郎

官

業

線

路

廻

長

(

明

」

情

叫

帆

別

世

九

「

九

七

六
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C

で
ゐ
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道陣

太

三

ニ

ヘ

内

地

道

府

阪

一

二

、

八

一

六

楠
民
地
中
百
方
里
に
封
す
る
蜜
度
の
最
大
な
る
は
選

ι滑
で
あ
ツ
で
殆
ん
と
内
地
に
泣
き
も
の
あ
り
、
そ
の
授
迭
の
池
山
此
の
知
寺
も
大
正
一
冗
年
上
り

昭
和
五
年
に
ま
る
近
々
二
十
年
足
、
七
ず
の
問
に
守
線
に
於
て
は
一
一
、

O
五
倍
程
娘
に
於
て
は
一
、
じ
三
倍
の
増
加
を
一
所

L
で
活
る
。
樺
太
は
人
口

の・少い
1

関
係
上
人
口
市
内
に
調
ナ
る
普
及
肢
は
高
い
が
、
百
方
唱
に
付
い
て
の
密
度
は
最
下
位
に
あ
り
、
特
に
冬
期
の
運
鴨
川
敷
は
柘
め
亡
A
V
〈

(
一
ヶ
月
七
・
八
百
四
て
こ
れ
樺
太
へ
の
百
貨
府
未
進
出
の
一
原
悶
と
考
~
ら
る
。

湾側

J

ノ
J
a
F
r
k

、

一
J

ノ
・

I
L

日
一
・
J

O 

F、

じ

L

L
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・1

、
、
じ
じ
」

j

-

F

↑
 

別
、

O
四
五

バ
一
・
じ

一

一

一

O 

そ
の
他
近
時
植
民
地
に
於
け
る
郵
便
電
信
電
話
の
普
及
稜
蓬
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

同
植
民
地
に
於
け
る
小
寅
商
業
の
示
後
蓮
も
亦
百
貨
肱
の
進
出
を
促
す
に
至
っ
た
一
原
因
と
考
へ
ら
る
。

選
臨
時
の
如
き
さ
へ
も
総
人
口
に
劃
す
る
商
業
人
口
の
制
A
H
は
八
・
問
%
に
過

h

ラ
ず
、
内
地
の
一
コ
e
%
と
栴
せ
ら
る
、
に
比
し
杓
去
る
も
の
甚
だ
遠
君

も
の
あ
り
、
且
山
乙
れ
等
の
多
〈
は
貿
易
業
卸
貸
業
そ
の
他
商
業
補
助
業
を
轡
み
小
貴
人
口
は
少
〈
、
向
こ
れ
等
の
小
質
商
人
が
中
世
的
遺
風
宇
一
受

継
い
で
居
る
事
は
掛
責
が
そ
の
風
を
な
し
て
治
る
を
凡
て
も
知
る
べ
〈
、
山
門
内
地
人
と
土
者
民
と
白
感
情
的
反
感
も
少
な
か
ら
ず
、
正
札
羽
金
苧
等

取
扱
を
そ
ヴ
ト
ー
と
す
る
百
貨
膚
の
傍
業
方
針
が
喜
ば
る

L
は
尤
で
あ
る
。
ー

これを朝鮮に就て見 Lに木島人間には近時幾分内地位 Lで'*た主はいへ客全
対問、都質商、散賀商、都負商、典常舗、稲徳鍔等の諸形態、諸名帯専の痩留
Lで舟る事に依ヲて見でも極めて原始的なものであり常設l;li舗としては殆ん
どな〈汀五、六同の定期市l亡は市場周園八、九担白地より来集すといふ(拓
務省要覧、昭和七年版 p.308.) 
か〈の如き(イ )R巨費者側に於て命中世的遺風ω ßfrt却せられぎるに ~jjC ロ〉
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そ
の
他
向
従
来
百
貨
庖
の
進
出
を
同
難
な
ら
し
め
て
居
た
内
地
入
、
植
民
地
人
間
の
風
習
そ
の
他
の
相
違
が
わ
が

侍
統
的
植
民
政
策
た
る
同
化
主
義
の
後
展
の
結
果
縮
少
さ
れ
て
来
た
事
も
百
貨
庖
へ
の
地
盤
を
作
っ
た
も
の
と
云

ふ
事
が
出
来
よ
う
。

以
上
在
は
同
百
貨
府
の
植
民
地
進
出
を
魚
き

F
る
を
得
ゴ
ら
し
め
た
素
図
的
事
賞
、
普
遍
的
前
提
に
就
て
考
案

し
、
児
に
h
w
百
貨
山
の
植
民
地
進
出
の
目
的
に
就
て
述
べ
、
絡
に
川
百
貨
市
を
誘
引
す
る
幾
多
の
植
民
地
の
事
情

に
就
て
一
瞥
す
る
事
に
よ
り
百
貨
府
の
植
民
地
進
出
の
原
凶
を
明
か
に
し
た
。
以
下
在
は
そ
の
植
民
地
進
出
の
具

瞳
的
状
況
に
就
て
考
感
し
よ
う
。

二
、
植
民
地
造
出
の
竣
展

百
貨
庖
の
植
民
地
進
出
の
原
因
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
尤
も
植
民
地
進
出
と
云
っ
て
色
積
々
な
形
態
が
め

る
。
山
通
信
販
費
削
明
文
八
万
凪
の
設
置
@
間
出
張
販
資
。
植
民
地
に
於
て
先
づ
毅
展
を
見
た
の
は
通
信
販
貰
で
あ
っ

て
、
こ
れ
通
信
販
翼
が
都
市
村
落
の
比
鞭
的
贋
範
闘
に
散
在
す
る
所
に
後
展
の
契
機
ぞ
色
つ
必
然
の
結
果
で
あ
る

が
、
交
通
機
関
の
後
蓬
・
都
市
人
口
の
増
加
・
特
に
植
民
地
の
竣
展
に
作
ふ
趣
味
噌
好
の
後
達
に
つ
れ
漸
究
央
服
類

等
も
複
雑
な
縞
柄
色
彩
の
志
の
或
は
流
行
品
等
が
要
求
さ
る
う
に
ギ
一
り
、
ぞ
の
結
果
通
信
販
責
は
出
張
版
貰
に
そ

の
地
位
を
俸
は
る
う
傾
向
に
あ
る
は
否
定
出
来
な
ハ
。
然
じ
現
在
の
所
で
は
向
墓
前
・
樺
太
・
満
洲
・
南
洋
方
面
を

中
心
と
し
た
所
謂
米
国
式
通
信
販
責
は
相
常
の
成
績
を
牧
齢
、
豪
漕
馬
公
街
・
樺
太
泊
居
町
等
よ
り
の
回
答
丘
二
越

百
貸
出
拍
の
他
民
地
進
出

箔
一
一
-
「
凡
径

ーヒ
H. 

帯

放

購買者側では柑常新しい版費形式商品目、の要求の衝動のもとにありこれ百貨
広の出張E臣賞は極めて好者I~今白情ぬと云よ事が出来る、一一l可には中世的名浅
の定期TIiが存在し他面では資本主義白先端を行〈百貨府の出張販貨が行はれ
て滋る宇はキれ向骨量としても樋ぬτ興味深v。
例へtl'"~謹海の資系本島人のJII1きもか白従措置の上穂町革主主 -F憾の袴に分:/L tと闘
の・の k服は背康フロヴタヲート Yこ関子も腕開より中折、 ~lr 高、鳥:ffに鴇じっ
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百
貨
腐
り
植
民
地
選
出

第

豊吉

第
三
十
八
各

七
五
四

一
二
四

そ
の
他
よ
り
の
直
接
購
入
の
相
営
の
額
に
上
る
事
を
報
じ
て
居
る
。

植
民
地
に
於
け
る
出
張
版
責
は
、
川
内
地
に
庖
舗
を
有
す
る
商
府
の
植
民
地
へ
の
出
張
と
、
司
植
民
地
に
府
舗

を
有
す
る
商
広
の
附
近
都
市
へ
の
出
張
の
互
に
直
別
せ
ら
る
ぺ
き
ニ
の
型
が
め
る
。

一
躍
朝
鮮
に
於
け
る
出
張
販

買
は
後
の
型
を
と
り
よ
長
一
濁
に
於
け
る
そ
れ
は
前
の
型
を
と
る
主
一
試
ふ
事
が
出
来
る
が
、
一
冗
来
植
民
地
に
出
張
す
る

朝
鮮
又
は
蚕
鴻
に
府
怖
か
7
u
つ
呉
服
府
雑
貨
府
履
物
庇
の

ら

ωは
厳
密
な
意
味
に
於
げ
る
百
質
問
伯
の
み
で
な
く
、

如
告
の
出
掛
も
あ
へ
仰
い
は
式
内
一
地
よ
れ
ノ
の
央
服
応
(
例
{
は
而
関
白
一

E
S、
物
康
保
〈
川
川

~
2
5淳
、
向
日
州
物
産
、
料
阿
物
産
、

或
は
皐
校
の
製
品
質
出
し
(
例
へ
ば
大
阪
洋
服
感
校
)
控
す
も
め
り
、
寧
ろ
こ
れ
等
の
方
が
回
数
的
に
見
れ
ば
多
〈
、

る
準
百
貨
は
伯
を
一
色
考
慮
に
入
れ
る
時
は
上
越
の
一
考
察
は
幾
分
掛
酌
し
て
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

カ》
下〉

(詮
V

例
へ
は
馬
会
街
の
知
き
比
較
的
交
通
不
偵
の
た
め
、
百
貨
市
刷
の
組
織
的
な
出
張
は
未
だ
見
な
い
が
、
近
年
漸
究
交
遁
状
態
の
改
善
と
と
も
に

豪
商
木
島
、
特
に
蛋
北
、
窒
南
、
高
雄
等
よ
り
の
呉
服
矧
雑
貨
類
白
出
張
販
曹
瀕
紫
を
極
む
る
に
至
り
、
設
地
の
呉
服
申
抽
雑
貨
府
は
著
し
い
打
撃

を
蒙
り
つ
土
わ
り
と
?
っ
又
例
へ
ば
朝
鮮
鎮
雨
滞
府
の
阿
武
日
に
よ
れ
ば
該
地
は
未
だ
百
貨
肢
の
出
張
を
見
ざ
る
屯
、
中
元
又
は
歳
暮
等
に
伺
人

商
広
(
主
と
し
て
履
物
、
銃
製
洋
服
、
瀬
戸
物
時
に
は
ジ
ヤ
ヅ
、
ズ
ボ
ン
類
)
出
張
L
、
現
に
一
昨
年
(
昭
和
七
年
)
七
月
白
如
き
履
物
業
者
は
可
成

露
骨
に
封
抗
し
特
債
販
費
等
の
手
段
を
周
ひ
で
競
争
せ
し
と
云
恒
三

出
張
販
買
の
植
民
地
に
於
け
る
起
棋
は
明
か
で
な
い
が
大
睦
左
の
如
〈
朝
鮮
に
於
て
は
大
正
九
年
、
牽
槽
満
洲
に

於
て
は
大
正
十
二
年
以
降
の
事
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。

先
づ
朝
鮮
に
就
て
考
察
す
る
。
朝
鮮
に
於
て
は
京
城
は
今
日
百
賞
作
仰
の
中
心
地
で
あ
り
、
三
越
支
応
・
日
ノ
九
・

三
中
井
・
平
田
等
の
諸
庄
が
ゐ
り
、
こ
れ
等
京
城
の
百
貨
底
央
服
府
を
中
心
と
し
て
朝
鮮
の
出
張
販
貰
は
後
展
し

九あり主いよ、(日本地理風俗大系、童書雪崩 p・170)
Ny::.troffi， ECCllOlnJCS ot .Retailmg' Vυj，-1. P・190，19J[， Neal， Retailing .tnd 
the pnulic p. 62. 
拙稿、官貨府白出3長版賞、通信販資、連鎖庖 t樫J若研究第一港第四披昭和;¥.
年十二月自主J。
前波f中子氏、百貨腐の通信販資(商府昇、昭和七年増:fU.s)}[)。
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也氏:J1l!に於ける百貨庖の初[昼l出混

三越

泉川l物産

三越

査

越

趣

越

物&
巾
J泉

三

て
居
る
の
は
中
央
都
市
よ
り
多
少
迂
遠
な
地
方
に
於
て
で
あ
る
が
、

越

越

て
居
る
c

但
し
内
地
に
於
て
は
出
張
版
寅
の
比
鞭
的
に
よ
く
後
注
し

一
一

三

四
月

年

用

問

一

月

月

間

月

頃

年

前

四

四

F
付

三

五

F
六

年

二

F

+

M

S

づ

年

年

五

年

三

「

』

E

十

正

十

六

九

治

三

十

ト

一

一

一

コ

』

正

正

和

正

問

正

E

、
仁
川
府
に
於
て
は
、
大
正
九
年
以
降
三
越
が
呉
服
煩
、
小
間
物
、
和
洋
品
、
雑
貨
、

大

大

大

大

昭

大

問

昭

大

大

二

、

t

、
、
、
、
、
、
食
品
問
同
聞
を
主
た
る
取
扱
品
と
し
て
春
唱
の
季
に
泊
朝
六
h
・
米
迄
出
張
し
て
居
る
外
、

市

市

市

市

市

府

府

府

府

天

京

小

閥

均

主

主

た

る

取

扱

悶

聞

と

ナ

る

京

城

H
ノ
丸
商
底
、
失
服
を
主
た
る
収
技
u
聞と
7

る

端

隆

義

中

竹

川

津

浦

U

叩

益

基

謡

選

新

仁

泊

恥

元

末

年

判

京

城

θ
央
服
服
、
京
減
税
日
周
商
庖
が
例
年
一
、
二
同
づ
込
山
町
山
崎
し
で
府
民
の
需
要
を
充
し

て
投
与
。
允
も
庁
一
年
に
於
て
は

J

二
峰
、
(
〕
〉
叫
パ
級
官
、
棋
口
周
ャ
浦
日
の
出
張
は
之
を
凡
さ
る
に
五
り
し
屯
町
間
利
ド
九
郎
以
内
吋
は
一
↑
一
越
の
仁
川
」
ア
パ
ー
ト
vr-

縛
ナ
る
永
娘
的
出
張
所
が
常
設
さ
れ
、
例
年
季
節
に
慮
じ
て
京
城
支
底
主
り
賞
品
一
切
を
向
動
車
に
て
運
搬
し
来
り
、
一
一
一
日
乃
至
四
日
を
標
準
と
し

て
各
種
季
箭
費
出
し
を
な
す
左
い
ふ
。
元
山
府
に
於
て
も
己
白
一
、
三
年
は
之
を
丸
ぎ
る
に
堅
守
た
と
は
い
コ
約
十
年
以
前
上
り
一
ニ
越
の
出
張
が

行
は
れ
で
居
た
。
蓋
し
京
城
附
近
の
地
は
京
城
支
腐
と
し
て
昭
和
一
九
年
十
月
の
居
制
横
漉
以
前
か
ら
二
一
越
の
一
出
張
所
は
泣
か
れ
で
は
州
事
~
閥
係
上
少
〈

も
三
越
に
闘
す
る
限
り
、
そ
の
出
援
を
う
け
や
す
い
地
理
的
状
勢
に
あ
り

r

た
と
い
へ
ょ
う
。

朝
鮮
に
於
て
は
交
通
等
の
関
係
上
、

そ
の
比
鞭
的
に
早
〈
愛
蓮
し
た

の
は
仁
川
、
元
山
等
の
如
き
京
城
附
近
の
土
地
に
於
て
で
あ
る
。

か
く
京
域
一
か
朝
岬
に
於
げ
る
百
員
底
の
中
心
地
と
な
り
そ
の
附
近
に
比
岐
的
集
約
的
な
る
出
張
が
行
ば
れ
て
居

る
以
上
、

内
地
よ
り
朝
鮮
へ
の
出
張
は
効
果
の
上
か
ら
云
つ
で
も
、

又
一
面
地
理
的
経
費
的
閥
係
か
ら
一
エ
つ
で
も
、

内
地
に
近
接
し
た
地
方
に
最
も
よ
く
後
謹
す
る
は
必
然
の
結
果
で
あ
っ
て
泉
州
物
産
剖
責
底
・
幅
岡
物
産
陳
列
館
・

大
阪
洋
服
準
旋
等
の
出
張
が
木
浦
釜
山
を
中
心
と
し
て
行
は
る
〉
の
は
一
面
こ
の
事
賞
を
物
語
る
志
の
で
め
る
。

木
浦
府
に
於
で
は
附
和
三
年
六
月
以
降
、
毎
年
六
月
、
十
一
月
の
健
泉
州
物
産
自
来
る
あ

F
、
釜
山
に
於
て
も
、
こ
れ
は
主
と
し
で
賂
内
物
産
自

由

H+
俸
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
、
一
滴
何
物
産
が
毎
年
一
一
間
づ
た
し
来
り
、
そ
白
他
大
阪
洋
服
翠
校
の
製
品
出
強
版
寅
の
来
る
あ

p
、
既
製
洋
服
広

百
貨
底
の
楠
民
地
進
出

七
五
五

第
三
十
八
巻

第
三
披

一
二
五

協
賛
積
人
舵

ば
々
開
聞
は
乗

へ
夫
商
越
て

例
が
こ
一
一
し

。
屋
る
は
と

る
烏
あ
て
ス

あ
高
で
し
イ

が
は
等
ル
い
ず

事
へ
物
物
一

た
丸
産
催
サ

け
問
土
、
は

設
浅
、
名
で

を
、
類
二
越

底
屡
貨
低
二
一

i
責
木
雑
大
り

附
し
白
用
は
あ

い
川
一
段
一
は
日
良
川

uμ

，、
d

繋
Y

計一寸

鑑
に
丸
品
販
た

年
船
田
用
位
つ

市
客
龍
行
闘
宇

都
族
、
抜
高
を

木
の
越
は
一
等

日
社
=
-
品
り
列

新
脅
は
扱
よ
球

最
川
市
へ
取
岡
栽

、
郵
丸
。
千
盆

合
本
日
比
る
一
一
一
は

査
目
秩
婦
、
屋

調
が
り
て
二
木

政
底
よ
げ
、
白

市
貨
年
設
は
、

京
百
五
を
重
舘

東
品
同
和
庖
込
形

17) 
18) 



百
貨
盾
の
杭
民
地
逆
向

に
輿
ふ
る
影
響
は
相
堂
大
号
〈
商
工
曾
議
所
等
で
も
こ
れ
等
の
斡
旋
方
依
頼
あ
る
時
は
努
め
て
拒
絶
す
る
方
針
を
と
り
之
売
防
渇
し
て
居
る
と
云
ふ
。

第
三
十
八
谷

七
五
六

第

』YE

} 

-.~ 
F、

憂
漕
に
於
て
は
、
出
張
販
貰
は
百
貨
府
と
し
て
は
主
と
し
て
大
阪
三
越
・
大
阪
高
島
屋
に
よ
り
灯
は
れ
て
居
る

が
、
そ
の
他
泉
州
物
産
。
江
東
物
産
ム
岨
岡
白
)
央
服
底
等
も
超
々
憂
祷
遠
征
を
試
み
て
居
る
。
こ
の
外
に
内
地
又
は

豪
商
に
本
懐
を
有
す
る
一
般
呉
服
市
に
し
て
各
地
に
極
め
て
長
期
の
出
張
三
一
一
、
四
ケ
乃
の
も
の
も
め
る
)
診
な
す
も
の

も
め
る
。
然
し
こ
の
地
の
山
臨
販
買
は
朝
鮮
と
は
異
・
り
主
と
し
て
内
地
よ
り
の
民
服
に
よ
ち
行
は
れ
て
居
名
の
で

あ
っ

C
川
比
高
尚
一
二
一
年
に
就
て
見
て
も
、
上
表
の
知
〈
、
大
阪
三
越
高
島
肢
は
必

大阪高JJぷ

昭和 昭和

選北1昔、 B春、 8脊、 7春、 4、5、久

翠南市、 5春、 63存、 7春、 5、白、

高雄市、 5春、日春、 7春、 5、6、

嘉義市、品春、 7春、 5、

三豊中市、 5春、 6春、 7春、 G、

新竹市、 6春、 7春、

大阪三越央
服
申
的
等
に
よ
り
た
さ
れ
て
は
川
る
。
※

Ar
毎
年
一
回
出
張
念
行
っ
て
居
る
。

然
し
こ
の
地
の
出
張
販
買
に
於
て
"
少
〈
も
回
数
的
に
見
て
、
主
要
な
地
伎
を

占
な
る
も
の
は
、
三
越
高
島
屋
等
の
如
き
純
百
貨
問
の
そ
れ
で
な
く
、
内
地
又
は

本
島
の
準
百
貨
府
又
は
一
般
呉
服
前
の
出
張
で
あ
る
。

A
1
と
れ
を
選
臨
時
四
門
戸
、
基
隆
市
に
就
て
凡
れ
ば
大
正
十
五
年
間
刀
泉
州
物
庄
が
来
た
の
が
一
初
川
で
あ

る
が
、
ぞ
れ
、
以
来
左
の
如
く
で
あ
っ
て
昭
和
占
刊
一
一
判
=
一
越
の
向
訟
を
比
た
外
は
純
百
貨
病
と
い
ん
吋
q

も
の
ふ
出
張
は
未
た
之
を
凡
て
田
川
な
い
状
泊
四
で
£
り
出
炭
版
由
民
は
主
と
し
て
江
東
物
産
、
泉
州
物
産
、

e

(
働
率
一
北
市
に
は
菊
一
万
百
貨
肢
が
あ
る
。
資
本
金
五
十
高
岡
の
株
式
組
織
)

満
洲
に
於
て
は
奉
天
で
は
大
正
十
二
年
以
降
、
例
年
春
秋
二
回
三
越
の
出
張
が
あ
り
、
新
京
に
於
て
も
雨
三
年

前
大
連
ご
一
越
が
出
産
し
た
が
、
満
洲
に
於
て
今
回
世
舎
的
意
味
で
大
き
な
問
題
1

炉二

'Z
て
居
る

ι
は
百
貨
広
よ
'
F〆

も
寧
ろ
漏
錨
一
駐
員
消
費
組
合
で
あ
る
と
一
五
は
れ
て
居
ム
。

タキ人白日本園内の名所奮蹟案内田計童まありとい";(;(fl'(秘郎著、百貨胞の跳躍
小費A耳目劉由主 p. 157. 15~. IS¥l.)。
主主語、わが嗣に於ける百貨活出掛自民費四費展。
例一ば内地に於ては人口二高乃"f一三践の土地はラfi，Z，ど出版を凡て12tるに闘は
乙十守望書精の如きJt4E連滞(10・322)烏公(2..011)宜的C.)3.911) の責日号未だ之を
えずと ωl'司符め幻夏に朝鮮に於てはそのキーと Lて行は(， ~ f:t京城附近に|良心
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基隆lfiと:U'Wt日臣賞※

2日間

3 

タ

• 
タ

H 

3 

組問③央服属

泉州・l物産

越

踊岡②央月匝府

泉 jrJ物産

タ

南
洋
よ
り
は
『
常
群
島
に
は
百
貨
府
内
向
岡
山
の
事
買
な
し
』
と
の
南
洋
臆
書
記
官

よ
り
の
川
符
が
あ
っ
た
。
購
買
力
人
日
の
関
係
上
尤
な
事
で
あ
る
。

;. 

• 
タ

;. 

タ

2 タ

2 

白'.， 

~) 
R 

4 

9 ・B

江東物産

~;. 

何
時
に
開
し
、
同
商
品

に
閥
し
一
定
の
限
界
め
る
事
は
曾
て
遁
べ
た
所
で
あ
る
が
、

出
張
販
責
の
後
展
に
は
川
所
に
闘
し
、

タ

づ・

力、

〉

タ

る
限
界
は
植
民
地
に
於
て
は
特
に
甚
だ
し
い
。

例
へ
ば
川
地
域

耐i手官
2年i]}j 

1、3

2、3

2、4

::-;、 H

5. 2 

5、3

0、2

6、日

7、1

7、日

ih 
.t;;) 

カ:~:2'11 i 

に
就
て
見
て
も
植
民
地
へ
の
出
張
は
ぞ
れ
白
鴨
一
の
大
き
な
犠
牲

で
あ
る
開
係
上
内
地
と
同
僚
件
の
地
方
迄
之
が
持
及
せ

e

ぎ
る
ほ
明

M
じ
か
ら
必
士
一
叫
1
乙
蹴
も
山
中
止
め
人
口
一
以
質
的
に
は
川
…
刊
一
地
人
外
い
い
朝
鮮
人
"
山
花
時
人
支
那
人
そ

ω

こ
れ
等
を
も
封
象
と
せ
ん
に
は
出
張
販
責
は
複
雑
な
形
態
を
採

他
外
人
が
構
成
人
口
の
大
部
分
を
占
め
て
居
り
、

る
を
避
れ
や
、
然
ら
や
と
す
る
も
彼
等
は
戚
情
的
に
内
地
底
舗
を
好
成
を
も
っ
て
迎
へ
ぎ
る
場
合
も
あ
り
、
他
面

支
那
人
砧
に
士
若
人
の
商
業
に
封
す
る
巧
な
る
事
、
彼
等
よ
り
の
競
守
色
魔
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
作
公
性
が
小
貫

商
業
に
重
要
な
閥
係
が
J

の
り
出
張
販
買
の
成
不
成
功
の
一
因
を
な
す
事
は
先
に
も
一
言
し
た
所
で
あ
丸
炉
、
植
民

地
都
市
に
於
け
る
女
子
教
の
僅
少
も
(
最
新
日
木
都
市
年
鑑
二
三
夏
合
間
〉
出
張
販
寅
の
人
気
を
引
立
た
せ

5
る
事
情
を

構
成
し
、
そ
の
後
展
の
一
障
害
を
な
し
て
居
る
。

(
こ
れ
は
キ
ヴ
チ
ン
ゲ
ル
等
も
一
五
ふ
知
〈
女
性
心
理
の
分
析
に
主
り
容
易
に
知
ら

z
h
所
で
あ
っ
て
、
き
れ
ば
柑
民
地
に
於
け
る
出
張
販
費
は
好
奇
心
虚
栄
心
に
上
び
か
け
る
よ
り
も
男
子
向
な
資
質
本
位
を
モ
ッ
ト
ー
と
せ
ね
ば
容

内
-
、
、
，
，
，
，

易
に
費
一
民
す
る
も
の
で
は
な
い
C

)

兎
に
何
植
民
地
に
於
げ
る
都
市
の
構
成
を
見
る
に
内
地
都
市
炉
、
川
一
大
都
市
ぞ
中
心

百
貨
出
仙
の
植
民
地
遊
山
内

第一一一十八巻

第
三
放

一七

じ
まi

t 

れ平境(1斗0・703)大ffR(Cl3"319)の如lきもう任だ之を見す2釜!Ir(' 146.0ヲ8)鎮南浦(38
・ 296) 白知.きも殿密な意味に於ける百貨府の出張は未だ之~Jもない。
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官
官
席
目
椛
民
地
誰
出

第
一
一
一
十
八
巻

七
五
八

第

披

パ.

に
中
小
都
市
が
衛
星
的
に
存
在
す
る
か
、
山
川
或
は
各
都
市
を
巡
回
し
つ
〉
再
び
同
鰹
跨
ぞ
経
十
し
て
出
後
都
市
に

蹄
還
し
得
る
如
ぃ
、
開
張
販
買
に
比
較
的
に
都
合
よ
き
形
態
を
な
す
に
反
し
、
植
民
地
都
市
が
川
庚
純
国
の
地
域

に
雑
然
と
散
在
し
、
且
M
都
市
聞
の
交
通
不
便
に
し

τ、
ぱ
各
市
を
貫
通
す
忍
経
路
は
一
線
を
構
成
す
る
如
き
駅

態
に
あ
る
事
は
極
め
て
不
利
な
形
態
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
令
向
時
に
就
て
見
て
も
、
距
離
?
と
交
通
不
便
の

閥
係
上
、
内
地
の
如
く
通
誼
に
随
時
に
之
を
行
ふ
事
ば
一
部
近
接
都
市
(
例
へ
ば
京
城
と
仁
川
)
に
於
て
な
ら
ば
い
ゴ
知

一
般
に
は
不
可
能
で
あ
り
.
最
近
内
地
に
見
る
如
き
そ
の
珂
繁
化
に
よ
り
殆
ん

X
常
時
化
ぽ
る
如
き
情
向

N
M

到
庇
後
生
す
Z
を
特
な
レ
ι

さ
れ
ば
そ
の
行
は
る
〉
も
殆
ん
ど
宥
秋
の
期
を
出
で
な
い
の
伽
取
扱
商
品
に
就
て

見
て
も
矢
張
央
服
類
を
中
心
と
し
て
和
洋
雑
貨
或
は
食
糧
ロ
聞
の
如
き
に
迄
も
及
ん
で
居
る
所
も
あ
る
が
、
ハ
腐
敗

a
-
e

、

福

j
v凶

J
9

禍
傷
性
に
劃
す
る
質
的
制
限
、
い
容
蹟
重
量
の
如
き
量
的
制
限
は
植
民
の
場
合
は
特
に
大
な
る
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
。

以
上
私
は
百
貨
底
の
植
民
地
進
出
が
如
何
な
る
過
程
を
経
て
後
展
し
、

そ
で
後
展
の
限
界
が
何
庭
に
あ
る
か
に

就
て
考
察
し
た
。

以
下
植
民
地
に
於
け
る
出
張
既
責
'V

現
般
に
就
て
一
瞥
す
る
事
と
し
よ
う
。

(
未
完
)

ホ

版

亡

;

t

J

 

一

取

的

葉

が

務

千

る

経

一

あ

て

古
品
で
し

束
。
賓
果

に
る
事
が

る
恐
い
事

見
て
な
〈

を
縦
へ
引

路
を
争
長

経
路
は
の

の
鴻
一
事
閣

回
の
る
期

巡
京
す
在

北
東
叱
滞
。

東
一
期
て
る

る
室
長
於
あ

け
仙
に
に
で

於
一
拘
賢
所

に
岡
間
版
る

月
前
知
期
張
あ

六
一
面
山
内
白

年
回
一
る
問

七
秋
は
せ
疑

和
一
事
定
は

昭
形
い
一
宇

白
山
少
略
否

越
一
の
の
平

三
松
殿
類

p

京
若
回
種
な

東
一
一
諭
回
開
利

今
戸
hm商
有

24) 
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